
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 近年、幼児教育と小学校教育の違いに適応できない子どもがいることや指導者同士の相互 

理解が十分でないことから、連携の大切さが指摘されています。奈良市においても、幼稚園・

小学校と段階を分けて実施している教育を、いかに関連づけてより効果の高い内容にしてい

くか研究をしています。 
 

☆ 右京幼稚園と右京小学校においても、園児の一日体験入学を工夫したり、接続学年の１年

生との交流だけでなく、４年生と園児との交流等の機会を設けたりして幼小連携教育の取り

組みを進めています。さらに施設を一体にして、園児と児童がより日常的にかかわりをもつ

なかで、豊かな心情を育んだり、それぞれの学びを深め合う幼小連携教育のモデルを実施い

たします。 
  

☆ 本年、右京幼稚園は２学級で４５人、小学校は普通学級が１１学級で２７４人と小規模化

しています。小規模校では、家庭的な雰囲気のなかで、ゆったりと過ごすことができる反面、

子ども同士の刺激が少なく、人間関係や遊びの経験が固定化しやすい傾向がみられます。 
右京幼稚園・小学校においては、他校園と統合再編を行うのではなく、小学校と幼稚園の

施設を一体にして、小規模の課題解決をし、より効果の高い教育を行いたいと考えています。 
  

 ☆ このような取組を推進するために、学校・保護者・地域の代表者で組織する推進協議会を

設置して検討が始まりました。 
 
 
 
 
 
 
 

右京地区幼小連携等推進協議会ニュース 

 

第 1 号 

幼児教育と小学校教育の発達と学びの連続性が求められています。 

右京幼稚園を右京小学校舎内に併設して、 
一体感のある幼小連携教育を推進します。 

平成２０年 ９月 

教 育 企 画 課 

推進協議会の委員は２０名から構成されています。会長に右京地区社会福祉協議会会長の竹内寛

さんが、副会長に自治連合会長の加藤博さん、小学校ＰＴＡ会長の宮井薫さん,幼稚園ＰＴＡ副会長

の竹島保子さんが選出されました。 

 右京小学校の校舎を保育室に改修し、中庭に幼児用の遊具を設置する等、幼稚園らしい環境整備に

ついての実施計画を教育委員会より説明しました。 

平成２０年７月２４日に「第１回推進協議会」が右京小学校で開催されました。 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 推進協議会で話し合われた内容については、この「推進協議会ニュース」においてお知らせします。ま

た、学校規模適正化に関する情報は、奈良市教育委員会のホームページに掲載しています。 

教育委員会教育企画課の説明に対して、次のような質問や意見がありました。 

質問１ この併設案が否決されたら、適正化はどうなりますか。 

回答１ 適正化の手法を変更することがあっても、適正化は実施いたします。 
 

質問２ 中学校区別実施計画案（概要板）の中期計画に「右京小学校の小規模化が継続す

るようであれば適正化について検討」とあるが、幼小併設が推進できたら今後１０

年間位は適正化をしないでほしい。 

回答２ 右京小学校・右京幼稚園が残っていけるように幼小併設を考えています。 
 
意見 この計画を進めるに当たって、下記の内容等、次回に詳しい計画案を示してほしい。 

① ハード面をどのように改修していくのか、校舎全体の具体的なレイアウトを示して

ほしい。 

② 今後の教育をどのように進めていくのかを示してほしい。 

③ 右京幼稚園・小学校ＰＴＡが行ったアンケート調査にある質問や要望について回答

をほしい。 

④ 耐震化についても、もっと具体的なスケジュールを示してほしい。 

⑤ 今後、計画したものを何でもって管理していくのか。幼小併設の評価を数値で示せ

るようにしてほしい。 
 

意見 この実施計画が実現するまでは、責任者を変えてほしくない。幼稚園・小学校・中

学校・事務局の責任者はそのままにしてほしい。 
 

意見 １０月に予算要望が計画されているため、それまでに条件整備についてまとめ、第

２回推進協議会で協議する必要がありますので、９月上旬に作業部会を開催します。 
 
次回の推進協議会は１０月７日（火）午後２時に右京小学校で開催の予定です。 

 

 

（アクセスの仕方）  奈良市のトップページ＞組織でさがす＞教育企画課＞お知らせ 

お問い合わせ先 

奈良市教育委員会 教育企画課 ℡（０７４２）３４－１１１１（内線）４１４２ 

＜推進協議会会長 竹内 寛様からのメッセージ＞ 

 現在、奈良市では幼小連携を推進しており、右京においても幼稚園と小学校で岡本校園長と西田主任が

中心になり積極的に取り組んでいただき成果を挙げております。この取組と同時に、奈良市では学校規模

適正化が進められ、右京幼稚園も対象となっています。右京の先輩住民の皆様が、幼稚園と小学校の育成・

発展に強くかかわり、努力されて来られたことを知る私としては、右京幼稚園が他園と統合・再編するよ

り、右京小学校舎内に併設をして、一体化することにより適正規模になり、長期にわたり存続することが

可能となると信じております。また、一段と幼小連携も充実すると信じております。 
 この一体化による良い点を更に伸ばすと同時に発生するであろう問題点を、事前に摘出し解決しておく

ことが必要になりますので、考えられる問題点・疑問点を積極的に出していただき、市に対応を求めて行

きたいと思います。 


